














宗教学科准教授であり、2016年度甲南大学国際交流センター 「Year in Japan プログラム」
レジデントディレクターであるブライアン・ルパート博士が講演を行った。講演のタイトル
は、「世界文化遺産としての東寺百合文書や京都寺院文化圏」で、参加者は26名であった。
　◆  開催日時  2016年11月₂日（水）　16時30分～19時00分
　◆  受付時間        16時00分～16時30分
　◆  開催場所       研究会：甲南大学₂号館₁階 グローバルゾーン・ポルト
   懇親会：甲南大学₂号館₁階 グローバルゾーン・ポルト
　◆  次　　第
　　  16：30    開会の挨拶 国際言語文化センター所長　教授　津田信男
　　  16：40    講演（日本語）
 [ 司会 ]　国際言語文化センター　教授　トーマス・マック
 　　　「世界文化遺産としての東寺百合文書や京都寺院文化圏」
 　　　Manuscript Culture, Japanese History, and Buddhist Monasteries: 
 　　　　　　　Kyoto Area Temple Culture and World Heritage
    [ 講師 ]　ブライアン・ルパート博士
　　  17：40    質疑応答
　　  18：00    まとめと閉会の挨拶 国際言語文化センター　教授　金　泰虎
　　  18：10    懇親会
講演























































































Gest 図書館。アインシュタインは Advanced study で学んだ。
Q6． 当時どのような目的で文書が記されたのか。どうしてここまで残ってきたのか？
A6． 日本は中心が弱い。個々の家や寺社においては古文書保存の意識が高かった。代々伝
わる事物に敬意をはらい、次世代に残す目的があった。
まとめと閉会の挨拶
 国際言語文化センター　教授　金　泰虎
　実は私も日本の中世史を専門に研究している。世界で日本の古文書を読むことができる
外国人研究者は数えるほどしかいない。先生もそのお一人で、今日はグローバルな視点で
史料・記録の残り方についてお話くださった。西洋や東アジア（中国、韓国）と比較され、
すべてを網羅するのはエネルギーを要する作業であることが伝わった。
　先生と私は着目点がやや異なる。先生は文書から宗教関係を中心に掘り下げ、一方私は
寺社の経済構造や文書の残り方を考える。
231第42回言語教授法・カリキュラム開発研究会　全体研究会
　百合文書は普通であれば「ゆりぶんしょ」と読む。これは加賀藩主前田綱紀が教養を示
すために東寺から文書を取り寄せ、目録などを作成し、桐箱約100個に詰めて東寺に返却し
たため、「ひゃくごうもんじょ」と呼ばれるようになった。これは、江戸時代の武士たちが
文人のような役割をしていたことを示している。東寺には百合文書、京都大学博物館が収
蔵する文書、東寺に残された文書の３つの系統の文書がある。中世では、文書を「もんじょ」
と読み、百姓を「ひゃくせい」（百の姓を持つ人：いろいろな人々の意味）と読んだ。
　東寺百合文書といっても、すべてが文書とは限らない。記録には文書、経典、日記が含
まれる。文書は命令系統によって発給されるので偽りがなく一級史料である。一方日記は、
自分の感想などを述べ、相手に対し発給するものではないので二級史料である。経典はま
さに記録である。
　文書は一定の期間が過ぎれば破棄して良いものもあるが、破棄しなかったのには理由が
あったと考えられる。寺院には経典が保存されているため、定期的に収蔵物を破棄する習
慣がなく、その中に一緒に保存された文書が偶然に残った可能性もある。
　日本は神秘主義で、文書はなかなか公開されない。映写本を東京史料編纂所に行って見
て推測するか、伝手を頼ってわずかな史料を閲覧するしかない。先生のオープンアクセス
の提言は、本当に大切である。
　昔は落雷で文書が燃える場合もあり、貴族の家には荘園の権利書などの文書を担いで逃
げるためのふみくらがあった。今でも京都大学の博物館には残されている。
　今日の先生のご発表から、グローバルな視点でどのように史料が残っているか学ばせて
いただいた。ありがとうございました。
（文責　吉田　桂子）
